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学
校
再
開
後
の
教
育
現
場
で
健
康
管
理
の
先
頭
に
立
つ
養
護
教
諭
に
は
、
そ
の
専

門
性
を
発
揮
し
て
情
報
収
集
や
校
内
外
と
の
連
携
構
築
を
担
う
な
ど
の
期
待
が
大
き

い
。
学
校
の
長
期
休
業
中
の
児
童
生
徒
の
健
康
課
題
に
つ
い
て
、
全
国
の
養
護
教
諭

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
3
月
末
集
計
）
を
行
っ
た
埼
玉
大
学
・
戸
部
秀
之
教

授
（
学
校
保
健
学
）
に
本
紙
は
、
同
調
査
結
果
を
踏
ま
え
学
校
再
開
後
の
養
護
教
諭

の
役
割
・
留
意
点
等
を
聞
い
た
。
【
詳
細
は
4
面
に
続
く
】

学
校
再
開
後
の
養
護
教
諭

へ
の
期
待
と
し
て
戸
部
教
授

は
、
養
護
教
諭
の
専
門
性
を

発
揮
し
て
、
①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
最
新
情

報
収
集
、
②
専
門
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
③
よ

り
よ
い
校
内
体
制
や
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
等
を
あ
げ
た
。

再
開
後
の
注
意
点
に
は
第

一
に
保
護
者
の
理
解
・
協
力

を
求
め
る
こ
と
を
あ
げ
た
。

日
々
の
検
温
・
健
康
観
察
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、
家

庭
と
学
校
間
の
感
染
の
連
鎖

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
。
ま
た

も
し
児
童
生
徒
が
発
症
し
た

場
合
に
、
養
護
教
諭
は
最
も

濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
高
い

立
場
で
あ
り
、
し
か
も
一
人

職
で
代
替
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
十
分
な
感
性
予
防
を

施
す
こ
と
を
学
校
管
理
・
設

置
者
に
も
求
め
た
。

さ
ら
に
情
報
収
集
の
方
法

に
触
れ
て
、
信
頼
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
の
収

集
に
加
え
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

養
護
教
諭
同
士
が
相
談
、
情

報
交
換
」
し
て
、
「
横
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
悩
み

や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
」、

そ
の
成
果
を
多
く
が
共
有
す

る
こ
と
を
推
奨
し
た
。

3
月
に
行
っ
た
調
査
は
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
協
賛
し
た
養
護
教

諭
1
3
1
1
人
が
対
象
。
休

業
中
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て

心
配
さ
れ
る
健
康
・
安
全
面

で
、
感
染
や
感
染
予
防
関
係

以
外
で
は
、
「
ゲ
ー
ム
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
過
剰

使
用
の
影
響
（
依
存
、
昼
夜

逆
転
な
ど
）
」
が
最
も
多

く
、
中
学
校
で
88
％
、
小
学

校
は
84
％
が
「
強
い
心
配
・

懸
念
」
を
抱
い
て
い
た
。

次
い
で
睡
眠
・
食
・
歯
磨

き
習
慣
の
低
下
と
い
っ
た

「
生
活
習
慣
の
悪
化
」
（
小

77
％
、
中
79
％
）
、
「
運
動

不
足
の
影
響
（
肥
満
、
体
力

低
下
、
発
育
発
達
）
」
の
心

配
（
小
70
％
、
中
70
％
）
な

ど
の
結
果
だ
っ
た
。

手
探
り
し
な
が
ら
の
再
開

可
能
な
限
り
の
コ
ロ
ナ
対
策

を
講
じ
て
学
校
を
再
開
し
て
み

た
も
の
の
、
再
開
前
に
教
員
た

ち
が
想
定
し
て
い
た
以
上
の
事

態
が
発
生
す
る
の
で
、
先
生
方

は
そ
の
都
度
、
微
調
整
を
繰
り

返
し
な
が
ら
進
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
完
璧
な
方
法
が
な
い
だ

け
に
教
員
た
ち
の
試
行
錯
誤
が

続
き
ま
す
。

職
員
会
議
で
問
題
提
起

例
え
ば
、
熱
中
症
対
策
の
た

め
、
子
供
た
ち
に
水
筒
を
持
参

さ
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
水
筒

の
置
き
場
所
や
、
飲
ま
せ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
等
に
つ
い
て
頭
を
悩

ま
せ
て
い
る
学
校
も
あ
る
よ
う

で
す
。

あ
る
小
学
校
（
本
稿
で
は
Ｄ

小
学
校
と
呼
ぶ
）
で
は
、
職
員

会
議
で
水
筒
の
置
き
場
所
に
つ

い
て
、
ま
と
め
て
一
か
所
に
置

く
の
も
感
染
が
心
配
だ
し
、
窓

際
の
涼
し
い
場
所
に
並
べ
る
の

も
外
へ
落
ち
る
危
険
性
が
あ
る

等
々
の
意
見
。
Ｄ
小
学
校
の
校

長
は
、
敢
え
て
こ
こ
で
は
方
針

を
示
さ
ず
、
先
生
た
ち
に
ボ
ー

ル
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

最
近
の
若
手
教
員
は
事
務
的

な
能
力
や
Ｐ
Ｃ
の
扱
い
も
う
ま

い
。
指
示
さ
れ
た
こ
と
は
着
実

に
こ
な
す
能
力
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
想

像
力
が
働
か
な
い
。
こ
れ
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
校
長
を
乗

り
越
え
る
よ
う
な
人
材
が
育
た

な
い
。
つ
ま
り
、
自
ら
課
題
を

見
つ
け
、
解
決
法
を
工
夫
し
、

実
行
に
移
す
と
い
う
「
自
力
走

行
が
で
き
る
」
教
員
が
育
っ
て

い
か
な
い
。
そ
の
点
に
校
長
は

不
満
や
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

学
年
主
任
が
若
手
リ
ー
ド

す
る
と
、
職
員
会
議
で
は
、

机
の
横
の
フ
ッ
ク
に
水
筒
を
掛

け
る
こ
と
で
解
決
が
図
ら
れ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
納
得
し
た

教
員
が
い
る
一
方
で
、
1
年
生

の
学
年
主
任
（
本
稿
で
は
仮
に

Ｋ
先
生
と
呼
ぶ
）
が
若
手
教
員

を
集
め
て
語
り
始
め
ま
し
た
。

「
水
筒
の
肩
掛
け
紐
を
そ
の
ま

ま
机
の
横
の
フ
ッ
ク
に
掛
け
る

と
、
紐
が
長
す
ぎ
て
水
筒
が
床

に
つ
い
て
汚
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
水
筒
の
紐
の
結

び
方
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
2
重

に
し
て
掛
け
る
よ
う
に
子
供
た

ち
に
呼
び
か
け
ま
せ
ん
か
」
と

実
演
し
な
が
ら
仲
間
の
教
員
た

ち
に
説
明
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
光
景
を
見
て
い
た
校
長

は
思
わ
ず
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
校
長
に
評
価

さ
れ
る
こ
と
を
必
要
以
上
に
期

待
し
た
り
、
叱
責
さ
れ
る
こ
と

を
恐
れ
て
保
身
に
走
っ
た
り
す

る
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
前
進

校
長
も
「
結
果
の
み
」
を
評

価
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

「
プ
ロ
セ
ス
」
に
こ
そ
評
価
の

重
み
を
お
く
こ
と
で
先
生
た
ち

に
安
心
感
が
拡
が
っ
た
の
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
分
の
間

は
コ
ロ
ナ
対
策
に
日
々
神
経
を

す
り
減
ら
し
な
が
ら
も
、
管
理

職
と
教
職
員
が
�
同
じ
ベ
ク
ト

ル
�
を
向
い
て
い
る
限
り
、
着

実
に
前
へ
進
ん
で
行
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
夏
は
過
酷
な
環
境
下

ま
た
、
あ
る
自
治
体
で
は
、

6
月
第
2
週
目
ま
で
は
「
分
散

登
校
」
で
学
校
再
開
、
第
3
週

目
よ
り
平
常
授
業
で
給
食
も
開

始
。
7
月
に
は
お
弁
当
持
ち
の

土
曜
授
業
を
行
い
、
8
月
は
お

盆
明
け
よ
り
8
月
一
杯
授
業
を

敢
行
す
る
よ
う
で
す
。
教
員
の

メ
ン
タ
ル
予
防
の
観
点
か
ら
申

し
ま
す
と
、
約
3
か
月
間
の
長

い
休
み
の
後
、
い
き
な
り
ト
ッ

プ
ギ
ア
で
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、

早
い
人
で
最
初
の
2
週
間
で
不

適
応
を
起
こ
す
教
員
が
発
生
し

ま
す
。
し
か
も
、
教
育
課
程
の

完
全
実
施
に
「
前
の
め
り
」
に

な
る
余
り
、
7
月
に
土
曜
授
業

（
お
弁
当
持
ち
）
を
含
め
た
週

6
日
の
授
業
を
強
行
し
、
と
ど

め
は
8
月
の
酷
暑
の
中
、
マ
ス

ク
を
し
て
、
冷
房
か
け
て
、
窓

を
開
け
る
と
い
う
過
酷
な
環
境

下
で
の
授
業
で
す
。

不
適
応
起
こ
す
教
員
に
注
意

そ
れ
で
も
先
生
方
は
頑
張
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
年
配

の
教
員
や
基
礎
疾
患
を
抱
え
た

人
の
中
に
は
、
我
々
の
想
像
以

上
に
厳
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

管
理
職
は
、
例
年
以
上
に
健
康

経
営
に
ご
尽
力
頂
き
、
子
供
も

教
職
員
も
今
年
の
夏
を
無
事
に

乗
り
切
れ
ま
す
よ
う
に
祈
念
致

し
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

筆
者
＝
土
井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
国
際

教
養
学
部
教
職
課
程
客
員
教

授
、
教
職
員
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
代
表
、

埼
玉
県
川
口
市
教
育
委
員
会
教

職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ー
フ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
マ

ス
ク
着
用
や「
三
密
」の
回
避

が
実
行
さ
れ
る
一
方
、
体
育

の
授
業
で
は
マ
ス
ク
着
用
に

よ
る
呼
吸
困
難
や
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
大
き
い
た
め
「
マ

ス
ク
着
用
は
必
要
な
い
」
と

す
る
事
務
連
絡
が
5
月
21

日
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
通
知

さ
れ
た
。
同
時
に
、
地
域
の

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
児
童

生
徒
間
に
十
分
な
間
隔
を
と

る
等
の
配
慮
も
求
め
た
。

事
務
連
絡
で
は
体
育
授
業

の
実
際
に
則
し
、
細
部
に
わ

た
っ
て
注
意
喚
起
。
周
知
を

求
め
て
い
る
。

■
2
ｍ
以
上
間
隔
の
確
保
＝

児
童
生
徒
間
を
2
ｍ
以
上
確

保
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
で
同
方

向
に
動
く
際
は
さ
ら
に
距
離

を
あ
け
、
教
え
合
う
場
合
は

2
ｍ
以
上
あ
け
不
要
な
会
話

・
発
声
を
行
わ
な
い
。

■
着
用
希
望
の
場
合
は
否
定

し
な
い
＝
児
童
生
徒
が
希
望

す
る
場
合
、
医
療
・
産
業
用

で
は
な
く
家
庭
用
マ
ス
ク
着

用
を
指
導
。
そ
の
際
は
激
し

い
運
動
を
控
え
る
、
呼
吸
が

苦
し
い
様
子
な
ら
マ
ス
ク
を

外
し
2
ｍ
以
上
間
隔
を
あ
け

て
休
憩
さ
せ
る
。

■
体
育
授
業
は
可
能
な
限
り

屋
外
で
実
施
＝
屋
内
で
実
施

す
る
場
合
は
呼
気
が
激
し
く

な
る
運
動
を
避
け
、
こ
ま
め

な
換
気
・
消
毒
等
の
防
護
措

置
を
と
る
。

■
体
調
不
良
の
場
合
は
体
育

授
業
を
見
学
さ
せ
る
＝
見
学

の
際
は
マ
ス
ク
着
用
し
2
ｍ

以
上
空
け
、
高
温
な
ら
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
日
陰
で

必
要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
外

し
児
童
生
徒
同
士
の
距
離
を

確
保
す
る
。

■
教
師
は
原
則
と
し
て
着
用

＝
た
だ
し
自
ら
身
体
へ
の
リ

ス
ク
が
あ
る
、
指
導
の
た
め

自
ら
運
動
す
る
場
合
は
外
し

て
よ
い
。
不
要
な
会
話
や
発

声
を
行
わ
ず
、
2
ｍ
以
上
の

距
離
を
確
保
す
る
。

■
密
集
・
接
触
が
多
い
運
動

は
避
け
る
＝
地
域
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
安
全
な
実
施
が

困
難
な
場
合
、
当
面
実
施
せ

ず
、
年
間
指
導
計
画
の
中
で

順
序
を
入
れ
替
え
る
等
の
工

夫
を
す
る
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
通
じ
て

家
庭
に
も
要
請

文
科
省

学
校
の
再
開
に
あ
た
り
文

部
科
学
省
は
6
月
1
日
、

（
公
社
）
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
、
（
一
社
）
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
の

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
を
通
じ
、

「
三
密
」
回
避
や
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
、
手
洗
い
う
が
い
励
行

な
ど
の
学
校
が
取
組
む
「
新

し
い
生
活
様
式
」
へ
の
家
庭

の
理
解
・
協
力
を
求
め
た
。

感
染
は
多
く
が
学
校
内
よ

り
家
庭
か
ら
の
拡
大
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
仲
の
良
い
友
人
同
士
の
家

庭
間
の
行
き
来
や
、
家
族
ぐ

る
み
の
交
流
を
通
じ
て
感
染

が
拡
大
」
す
る
リ
ス
ク
等
を

述
べ
、
会
食
に
は
対
面
を
避

け
る
等
に
配
慮
、
学
校
外
で

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
理
解
を

求
め
た
。

感
染
症
予
防
に
は
う
が
い

・
手
洗
い
に
加
え
、
歯
み
が

き
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
が
大
切

だ
と
す
る
日
本
学
校
歯
科
医

会
は
6
月
1
日
、
「
リ
ス
ク

を
低
減
し
つ
つ
給
食
後
の
歯

み
が
き
は
大
変
意
義
あ
る
こ

と
」
と
し
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト（
下
の
表
）を
公
表
し
た
。

混
雑
を
避
け
、
換
気
に
配

慮
す
る
等
に
加
え
、
飛
沫
の

飛
び
散
り
防
止
の
た
め
、
う

が
い
は
少
量
の
水
で
低
い
位

置
か
ら
吐
き
出
す
等
、
具
体

的
な
行
動
の
内
容
だ
。

「
修
旅
の
手
引
き
」

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
作
成

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
は
6
月
3

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
応
し
た
旅
行
関
連
業
に

向
け
た
「
国
内
修
学
旅
行
の

手
引
き
」（
第
1
版
）を
作
成
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」を
交
通

機
関
、
宿
泊
先
、
体
験
施
設

等
関
連
業
界
に
求
め
、
感
染

防
止
策
を
ま
と
め
た
も
の
。

■
学
校
栄
養
士
大
会
中
止

第
61
回
全
国
栄
養
教
諭
・

学
校
栄
養
職
員
研
究
大
会

（
栃
木
県
大
会
）
の
大
会
実

行
委
員
会
は
先
頃
、
7
月
30

・
31
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た

大
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
し
た
。
大
会
は
紙

面
開
催
と
し
大
会
冊
子
を
発

行
す
る
と
決
定
し
た
。

「
三
密
」
の
回
避
、
「
マ
ス
ク
」
の
着
用
、

「
う
が
い
・
手
洗
い
」
の
励
行
と
い
っ
た
�
新
し

い
生
活
様
式
�
が
、
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、

再
開
さ
れ
た
各
学
校
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
感
染
症
対
策
の
基
本
的
な
も
の
で
、
特

別
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
学
校
・
学
級
と
い
う
集

団
が
形
成
さ
れ
た
う
え
で
取
り
組
む
と
な
る
と
ま
た
、
別
の

課
題
が
あ
る
よ
う
だ
▼
例
え
ば
「
手
洗
い
」
。
集
団
と
し
て

取
り
組
む
う
え
で
の
指
導
は
小
学
校
1
年
の
学
級
活
動
の
一

つ
。
幼
・
保
育
園
と
の
連
携
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
あ
る

学
校
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
食
事
前
の
手
洗
い
は
ほ
と

ん
ど
身
に
つ
い
て
い
た
が
、
石
鹸
で
き
ち
ん
と
洗
え
る
子
は

4
割
、
き
れ
い
な
ハ
ン
カ
チ
で
手
洗
い
後
の
手
を
ふ
け
る
子

は
半
数
だ
っ
た
。
入
学
し
て
す
ぐ
の
学
級
活
動
で
、
養
護
教

諭
と
担
任
が
正
し
い
手
洗
い
を
指
導
す
る
意
味
が
あ
る
▼
知

っ
て
い
る
は
ず
が
、
改
め
て
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
の
�
新
生
活
様

式
�
を
熟
読
す
る
と
認
識
不
足
だ
っ
た
も
の
も
少
な
く
な

い
。
人
は
無
意
識
に
顔
を
触
る
も
の
で
、
そ
の
44
％
は
目
・

鼻
・
口
の
粘
膜
。
マ
ス
ク
に
は
こ
れ
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
▼

流
水
で
15
秒
の
手
洗
い
で
も
ウ
イ
ル
ス
は
1
0
0
分
の
1

に
。
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
と
流
水
で
一
定
時
間
も
み
洗
い
を
2
回

セ
ッ
ト
に
す
る
と
1
0
0
万
分
の
1
に
激
減
す
る
と
い
う
。

＜体育における感染症対策＞
児童生徒間の距離を2ｍ以上確保するとともに、不必要な会
話や発声を行わない、体育の授業の前後に手洗いをするよう
指導する
軽度な運動や児童生徒が希望する場合はマスクの着用を否定
しないが、家庭用マスクを着用するよう指導する
体育の授業は可能な限り屋外で実施する。屋内で実施する場
合はこまめな換気や消毒液の使用などを実施する
児童生徒の健康状態を把握し、体調が優れない児童生徒の体
育の授業への参加は見合わせること
教員は、原則として体育の授業中もマスクを着用。マスクを
外す際は、児童生徒との距離を2ｍ以上を確保すること
児童生徒が密集する運動、近距離で組み合ったり接触したり
する場面が多い運動は当面実施しない

歯みがき実施のためのチェックリスト
（日本学校歯科医会作成）

■ソーシャルディスタンスについて配慮工夫がされている
＊児童・生徒間に必要な間隔がある
＊密にならないために時間帯をずらして行う、など

■室内の換気について配慮工夫がされている
＊窓を開けるなどして換気をよくする
＊家庭科室や理科室などの水栓がある教室の使用なども考える、など

■学齢について配慮がされている
＊低学年の児童を優先的にうがいさせる、など

■歯みがき中の注意事項について周知されている
＊歯みがき中に私語をしない
＊歯みがきは、出来る限り上下唇を結んだ状態で行うようにする
＊前歯の裏などをみがく時は、もう一方の手で覆うようにする
＊手鏡を使用する場合は、歯みがきを確認しつつ鏡で口元を覆うようにする、など

■歯みがき剤の使用について周知されている
＊うがいで飛沫が飛びにくくなるよう使用量を制限したり使用中止したりする、など

■洗口場が混まないように配慮工夫がされている
＊ゆずり合う気持ちを指導する
＊ソーシャルディスタンスを保ち並んで待つ、など

■歯みがき後の飛び散りにくいうがいについて周知されている
＊ブクブクうがいはできる限り少ない量の水10ml くらいで行うようにする
＊水を吐き出すときは、出来る限り低い位置からゆっくり吐き出すようにする
＊一度コップに吐き出すなど工夫して行うようにする、など

■ブラッシング後の消毒について配慮工夫がされている
＊ブラッシング後は机や手鏡、洗口場を清掃消毒する、など

■歯ブラシの管理（保管）方法について考えられている
＊使用した歯ブラシは流水下でよく洗い、その後乾燥させて保管する、など

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

次世代に必要な力を
育むための学びとは

紙 面 案 内

教職員のメンタルヘルス 第67回…1面
学校給食は食育の教材 第60回…6面
学校図書館なるほどＱ＆Ａ 第58回…8面

熱中症対策特集…………………………2・3面
例年並み以上の高温が予測される今夏、感染
症でマスク使用が必須となるなど、例年以上に
熱中症対策が重要。スポーツ中の事故対応等の
課題と、熱中症対策に導入したい備品の紹介を
まとめた。

学校保健………………………………………4面
学校再開後の養護教諭には、今後の学校を通
じて感染の再拡大を防止するという最大の役割
がある。埼玉大学・戸部秀之教授は、校内では
他の教職員と、校外では保護者や関係機関と、
連携しての取組がポイントだと指摘する。

教育旅行特集…………………………………5面
修学旅行の中止、延期等の判断を求められる
学校や教委。もし中止だとしても代替プログラ
ム実施が望ましい。関係機関から実施推進の意
見を聞くと共に、各地の教育旅行情報やオンラ
インで体験できる博物館情報をまとめた。

食育・学校給食………………………………6面
本格的な学校給食再開には、多くの学校がま
だ先のこと。「おうちごはん」を延長して、楽
しみながら家庭でできる＂食育ゲーム＂を、弊
紙連載コーナー筆者・大留光子先生からアイデ
ア提供してもらった。

学校図書館……………………………………8面
翻訳ミステリーの老舗から新レーベル「ハヤ
カワ・ジュニア・ミステリ」が創刊。児童向け
ながら完訳にこだわり、読み易く工夫を加え、
作品本来の魅力を伝える編集方針だという。

第3月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

水無月・風待月・季夏

月曜日

■KKS Webはこちら→

夏 至（６／２１）
半 夏 生（７／１）
小暑・七夕（７／７）

日

■Twitter
@kyoikukatei

（令和2年）
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情
報
収
集
等
に
専
門
性
を

情
報
収
集
等
に
専
門
性
を

埼
玉
大
学
・
戸
部
教
授
に
聞
く

学
校
教
育
再
開
と
養
護
教
諭
の
役
割

体
育
授
業
、マ
ス
ク
外
し
て
間
隔
と
る

感
染
症
予
防
に
歯
み
が
き

感
染
症
予
防
に
歯
み
が
き

ス
ポ
ー
ツ
庁
通
知

熱
中
症
に
配
慮
し
て
屋
外
で

日
本
学
校
歯
科
医
会
が
奨
励

重
要
な
保
護
者
と
の
連
携

第６７回

（１） ２０２０年（令和２年）６月１５日（月曜日）

今
こ
そ
自
力
走
行
で
き
る
教
員
を
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